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3.2

受け継ぐ
誇りと心意気
約280年にわたって伝承されてきた黒森歌舞伎。2月15日、
17日に行われた正月公演では、11年ぶりとなる本狂言「仮

か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

」と、黒森地区の小学生による少年歌舞伎
「菅

すが
原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

」が上演されました。

2	 特集　こころ元気ですか？

6	 住所異動の届け出や各種届け出は忘れずに
9	 市営住宅・公共賃貸住宅入居者募集

１1	済んでいますか？子どもの予防接種











●国保の届け出は、市役所市民課・国保年金課または各総合支所地域振興課の窓口へ
区分 どんなとき 手続きに必要なもの 窓口

国保に
入る

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者から外れたとき

印鑑、職場の健康保険をやめた証明書（資格喪失連絡票、離職票
など）、職場の健康保険の被扶養者から外れたことの証明書、年
金手帳（60歳未満の方）、年金証書（60歳以上65歳未満の方でお
持ちの方）

市 民 課・
各総合支
所地域振
興課

子どもが生まれたとき 印鑑

国保を
やめる

職場の健康保険に入ったとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき

印鑑、国保証および職場の健康保険証（国保をやめる方全員の
分）、高齢受給者証（70歳以上75歳未満の方）

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、国保証

その他

国保証を紛失したり、汚れて使えなくなっ
たりしたとき

印鑑、使えなくなった国保証、届け出をする人の本人確認資料
（運転免許証など）

退職者医療制度に該当したとき 国保証、年金証書

国保年金
課・各総
合支所地
域振興課

退職者医療制度に該当しなくなったとき 国保証

修学により他市区町村に居住するとき
（㊫保険証の交付）

印鑑、国保証、学生証の写しまたは在学証明書（入学前の方は入
学許可証または合格通知書）

㊫保険証に該当しなくなったとき 印鑑、㊫保険証、卒業証明書または新しく加入した職場の健康保
険証

◆世帯に重度心身障がい（児）者医療の該当者がいる場合は市福祉課、また子育て支援医療・ひとり親家庭等医療
の該当者がいる場合は市子育て支援課での手続きも必要な場合があります。各医療証を持参してください。

●国民年金の届け出は、市役所国保年金課・各総合支所地域振興課の窓口へ
どんなとき 手続きに必要なもの

離職などにより厚生年金や共済組合の加入者
でなくなったとき 印鑑、資格喪失日の分かる書類（資格喪失連絡票、離職票など）、年金手帳

配偶者の扶養から外れたとき 印鑑、扶養から外れた日の分かる書類（資格喪失連絡票など）、年金手帳

◆年金を受給している方で、住所異動の届け出をした方は、別途届け出が必要な場合があります。

◎受付時間を延長します
　3月から4月は、市民課や各総合支所の窓口が大変混み合います。待ち時間が長くなる場合もありますので、ご理
解とご協力をお願いします。また下記の通り、一部業務の受付時間を延長しますので、利用してください。
期間／3月27日（金）～4月6日（月）（土曜・日曜日を除く）▶受付時間／午後7時まで▶場所／市民課窓口（各総
合支所の時間延長はありません）▶受付業務／住所異動の届け出（転入届、転出届、転居届、世帯変更届）、各
種証明書の交付（戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑登録と印鑑証明、所得証明（未申告のものは除く））▶その他
／住所異動の届け出に伴う国保、国民年金、後期高齢者医療や児童手当などの諸手続きも、担当窓口で受け付
け可能
◆パスポートの申請・交付、住民基本台帳カードの発行、公的個人認証の受け付けはできません。
◆出生や婚姻など戸籍の届け出は夜間受付（地下当直室）での受け取りのみとなります。
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住所異動の届け出や各種届け出は忘れずに
●お問い合わせ／市民課住民係 ☎26-5723、市福祉課地域福祉係 ☎26-5731、　　　　　 

市介護保険課介護認定係 ☎26-5732、市国保年金課国保係 ☎26-5727、
市国保年金課国民年金係 ☎26-5728、各総合支所地域振興課 　　　　　

●住所異動の届け出は、市役所市民課・各総合支所地域振興課の窓口へ
　届け出を忘れると、法により罰せられることがあります。学生などが、アパート・下宿・寮などに住む場合も届け出が必
要です。また里帰り出産、海外から一時的に帰国した場合など住所異動する必要のないケースもありますので、窓口で
確認してください。

◆代理人が届け出をするときは、代理人の印鑑と本人の委任状が必要です。
◆住所異動の届け出をする方（届け出代理人も含む）の本人確認が必要です（詳しくは下記参照）。
◆外国人住民の方の住所異動の届け出には、在留カードまたは特別永住者証明書の提出が必要です。新規に入国
し、在留される方は、パスポートの提示が必要です。
◆住民基本台帳カードをお持ちの方は、転出する前に市民課または各総合支所地域振興課へ転出届を郵送してお
き、住民基本台帳カードを引っ越し先の市区町村の窓口へ提示し転入届を行うと、窓口での届け出が一度で済む特
例制度があります。詳しくは、市民課または各総合支所地域振興課へ問い合わせてください。

◎本人確認資料の提示に協力をお願いします
　なりすましや不正請求を防止するため、本人確認が法律で定められています。戸籍の届け出、住所異動の届け出、各
種証明書の請求をする際は、本人確認ができる書類を持参してください。
【本人確認ができる書類】
　次の①の書類の場合はいずれか1つ、②の書類の場合は2つ必要です。
①官公署が発行した免許証、許可証、資格証明書などで顔写真付きのもの（顔写真のある住民基本台帳カード、旅
券、運転免許証など）
②官公署が発行した免許証、許可証、資格証明書などで顔写真のないもの（健康保険の被保険者証、年金手帳、各
種年金証書、顔写真のない住民基本台帳カードなど）
◆官公署発行以外のもの（本人の名前の記載のあるキャッシュカード、診察券など）と、②のいずれか1つの組み合
わせでも可。

区分 届け出期間 手続きに必要なもの

転入届
（他市区町村から本市に
住所を移したとき） 住み始めた日から14日以

内（住み始める前の届け
出はできません）

印鑑、前住所地の市区町村が発行した転出証明書、年金手帳（国民年金加
入者のみ）、住民基本台帳カード

転居届
（本市内で住所を移した
とき）

印鑑、国民健康保険証（以下「国保証」）、重度心身障がい（児）者医療・子育
て支援医療・ひとり親家庭等の各医療証など、住民基本台帳カード

転出届
（他市区町村に住所を移
すとき）

引っ越しのおおむね14日
前から引っ越しをする日
まで（事前に届け出がで
きない場合は引っ越しを
した日から14日以内）

印鑑、印鑑登録証、国保証、介護保険証、後期高齢者医療被保険者証、重
度心身障がい（児）者医療・子育て支援医療・ひとり親家庭等の各医療証な
ど、住民基本台帳カード

世帯変更届
（世帯主変更や世帯分離、
世帯合併をするとき）

変更のあった日から14日
以内

印鑑、国保証、重度心身障がい（児）者医療・子育て支援医療・ひとり親家庭
等の各医療証など
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活
動
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
／
本
市
在
住
の
18
歳
以
上
で

心
身
共
に
健
康
な
男
女

活
動
内
容
／︻
非
常
時
の
活
動
︼火
災
時

の
消
火
活
動
、
災
害
時
の
救
助
・
救
出

活
動
、
避
難
誘
導
や
広
報
活
動
、
不
明

者
の
捜
索
活
動
な
ど 

︻
平
常
時
の
活

動
︼規
律
訓
練
や
消
防
操
法
に
よ
る
放

水
訓
練
、
車
両
や
ポ
ン
プ
・
資
機
材
の

点
検
、
防
火
指
導
や
広
報
巡
回
の
予
防

活
動
な
ど

待
遇
な
ど
／
市
の
基
準
に
よ
る
年
額
一

定
額
の
報
酬
、
災
害
時
の
出
動
手
当
、

公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
、
活
動

に
必
要
な
制
服
な
ど
貸
与
、
表
彰
な
ど

◆
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
特

別
地
方
公
務
員
で
す
。

申
し
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
２
階
危
機
管

理
課
、
平
田
総
合
支
所
２
階
消
防
本
部

警
防
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
の

い
ず
れ
か
へ
持
参

◆
申
込
用
紙
は
右
記
の
申
し
込
み
先
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
／
３
月
４
日
㈬
～
23
日
㈪

公
表
資
料
の
備
え
付
け
場
所
／
市
役
所

２
階
政
策
推
進
課
、
市
役
所
１
階
行
政

情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課

意
見
を
提
出
で
き
る
方
／
本
市
に
住
所

を
有
す
る
方
、
本
市
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
方
、
本
市
の
事
務
所
や
事

業
所
に
勤
務
す
る
方
、
本
市
の
学
校
に

在
学
す
る
方
、
本
市
に
納
税
義
務
の
あ

る
方
、
意
見
募
集
に
係
る
事
案
に
利
害

関
係
を
有
す
る
方

意
見
の
提
出
方
法
／
直
接
持
参
す
る
か
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

〒
９
９
８︲

８
５
４
０
︵
住
所
不
要
︶、

酒
田
市
政
策
推
進
課
へ 

5
２
６︲

３
６

８
８
、
Ｅ
メ
ー
ル seisaku@

city.
sakata.lg.jp

◆
詳
し
く
は
公
表
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
公
表
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

　
近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、本
市
で
は
将
来
の
担
い
手
と

な
る
若
い
消
防
団
員
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
多
く
の

人
が
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
力
を
消
防
団

　
あ
な
た
の
手
で
、
希
望
ホ
ー
ル
自
主

事
業
（
希
望
ホ
ー
ル
の
独
自
イ
ベ
ン

ト
）
の
企
画
運
営
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
演
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

も
同
時
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
部
門
と
人
数
／
①
自
主
事
業

を
企
画
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
員
で
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
班
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
班
・
演
劇

班
の
３
グ
ル
ー
プ
計
20
人
程
度
︵
現
在

加
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
員
と
一
緒
の

活
動
に
な
り
ま
す
︶ 

②
自
主
事
業
公
演

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
20
人

程
度

応
募
資
格
／︻
①
の
み
︼希
望
ホ
ー
ル
の

事
業
企
画
、
全
国
へ
の
発
信
に
意
欲
が

あ
り
、
月
１
回
程
度
の
会
議
︵
夜
間
︶

の
出
席
、
公
演
当
日
の
諸
業
務
が
可
能

な
方 

︻
①
②
共
通
︼庄
内
地
域
在
住
の

18
歳
以
上
の
方
︵
高
校
生
を
除
く
︶
で
、

無
償
で
協
力
で
き
る
方
︵
報
酬
、
交
通

費
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

活
動
内
容
／
①
自
主
事
業
の
企
画
、
公

演
に
向
け
た
各
種
準
備
、
公
演
当
日
の

会
場
内
外
の
諸
業
務
な
ど 

②
公
演
当

日
の
会
場
整
理
、
入
場
受
け
付
け
な
ど

申
し
込
み
／
３
月
３
日
㈫
～
20
日
㈮

庄
内
北
部
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）へ
の
意
見

募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
政
策
推
進
課

政
策
推
進
係 

☎
２
６-

５
７
０
４

希
望
ホ
ー
ル
自
主
事
業
の
企

画
運
営
グ
ル
ー
プ
員
、当
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

●
お
問
い
合
わ
せ
／
希
望
ホ
ー
ル

☎
２
６-

５
４
５
０

︵
月
曜
日
を
除
く
︶
に
、
所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望
ホ
ー

ル
事
務
室
へ
持
参
。
ま
た
は
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る

部
門
︵
以
上
必
須
︶、
応
募
に
あ
た
っ

て
の
抱
負
や
意
見
お
よ
び
こ
れ
ま
で
の

文
化
関
係
の
活
動
歴
︵
任
意
︶
を
記
入

し
、
〒
９
９
８︲

０
０
４
３
、
酒
田
市

本
町
二
丁
目
２︲

10
、
希
望
ホ
ー
ル
へ 

5
２
６︲

５
４
５
２

◆
所
定
の
申
込
書
は
希
望
ホ
ー
ル
に
あ

る
ほ
か
、
希
望
ホ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
宗
教
活
動
や
営
利
な
ど
を
目
的
と
す

る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

酒
田
市
消
防
団
員
募
集

―
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
―

●�

お
問
い
合
わ
せ
／
市
危
機
管
理
課 

危
機
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
０
１
、 

消
防
本
部
警
防
課 

☎
６
１-

７
１
１
５
、

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▲�酒田市消防団
　ウェブサイトQRコード
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軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
、軽
自

動
車
や
バ
イ
ク
、
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
人
に
譲
っ
た
り
、
盗
難
に
遭
っ

た
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
た
り
し
た
後

も
、
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
し

な
い
と
、
所
有
者
だ
っ
た
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
の
税
は
月
割
課
税
の
制
度

で
は
な
い
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
廃

車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
税

金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、名
義
変
更

減
免
の
手
続
き
は
お
早
め
に

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
税
務
課
税
制
係 

☎
２
６-

５
７
１
１

軽自動車などの種類 諸手続の受付窓口 電話番号

①原動機付自転車
　小型特殊自動車

市民課（市役所1階）
各総合支所地域振興課 市民課 26-5723

②2輪の軽自動車
　（125㏄を超え250㏄以下）

全国軽自動車協会連合会
山形県事務取扱所庄内支所

（三川町）
0235-68-0611

③2輪の小型自動車
　（250㏄を超える）

東北運輸局山形運輸支局
庄内自動車検査登録事務所

（三川町）
ヘルプデスク
050-5540-2014

④軽自動車
　（2輪を除く）

軽自動車検査協会山形事務所
庄内支所（三川町）

コールセンター
050-3816-1836

◆
②
③
④
の
手
続
き
は
、
山
形
県
自
家

用
自
動
車
協
会
酒
田
支
部
︵
日
の
出
町

一
丁
目
︶ 

☎
２
４︲

３
３
６
７
で
も
代

行
し
て
い
ま
す
︵
代
行
手
数
料
別
途
必

要
︶。

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い
て
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

や
、
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市
税
務

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
27
年
度
の

減
免
申
請
の
手
続
き
は
、
５
月
25
日
㈪

ま
で
で
す
。
既
に
減
免
を
受
け
た
車
両

は
、
申
請
内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば
再

度
申
請
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
減
免
を
受
け
ら
れ
る
車
両
は
普
通
自

動
車
を
含
め
、
１
人
１
台
だ
け
で
す
。

普
通
自
動
車
の
減
免
を
受
け
る
方
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
消
滅
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。

必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
な
ど

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
に
適
合
す
る
方
▼
入
居
日
／
４
月
24

日
㈮
▼
家
賃
／
収
入
に
よ
る
▼
敷
金
／

家
賃
３
か
月
分
▼
申
し
込
み
／
３
月
９

日
㈪
～
17
日
㈫
に
申
込
書
を
市
役
所
３

階
建
築
課
公
営
住
宅
係
ま
た
は
各
総
合

支
所
建
設
産
業
課
へ
。
申
込
書
は
窓
口

で
記
入
し
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

◆
申
込
書
、
応
募
の
手
引
き
は
市
建
築

課
お
よ
び
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
に

あ
り
ま
す
。

◆
抽
選
の
際
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
高
齢

者
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
な
ど
は
優
先

措
置
︵
２
回
抽
選
︶
が
あ
り
ま
す
。

︻
公
共
賃
貸
住
宅
︼

　

収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
を
超
え 

25
万
９
千
円
以
下
の
方
を
対
象
に
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
住
宅
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６-

５
７
４
７

市
営
住
宅・公
共
賃
貸
住
宅

入
居
者
募
集

募
集
住
宅

所
在
地
募
集

戸
数

畳
数・階
数
な
ど

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1

8・６・６・L
D
K　

1
階 

Ⓟ

松
山
サ
ン

ハ
ウ
ス

字
山
田

1

8・8・6・6・

D
K　
1
階 

Ⓟ

募
集
住
宅

所
在
地
募
集

戸
数
畳
数・階
数
な
ど

住
吉
住
宅

光
ケ
丘

一
丁
目

1
4.5・4.5・3・Ｋ

1
階

千
日
住
宅

住
吉
町

1
6・3・D
K

1
階

新
橋
五
丁
目

住
宅

新
橋

五
丁
目

1
6・3・D
K

1
階

第
一
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1
6・6・3・Ｋ

4
階 

Ⓟ

第
二
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1
6・4.5・4.5・Ｋ

4
階 

Ⓟ

第
三
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1
6・6・4.5・Ｋ

4
階 

Ⓟ

第
四
川
南

ア
パ
ー
ト

若
宮
町

一
丁
目

1
6・6・4.5・Ｋ

2
階 

Ⓟ

富
士
見
町

第
一
ア
パ
ー
ト
富
士
見
町

一
丁
目

1
6・6・4.5・Ｋ

4
階 

Ⓟ

大
町
第
六

ア
パ
ー
ト

東
大
町

三
丁
目

1
7.5・6・6・D
K

3
階 

Ⓟ

旭
新
町
第
五

ア
パ
ー
ト
※

旭
新
町

1
10・6・D
K

1
階 

Ⓟ

八
森
団
地

市
条
字

上
川
原

1
6・8・6・L
D
K

1
階 

Ⓟ

小
泉
団
地

小
泉
字

道
南

1
6・6・4.5・Ｋ

3
階 
Ⓟ

城
西
団
地

字
山
田

1
8・7.5・6・L
D
K

1
階 

Ⓟ

片
町
住
宅

字
片
町

1
8
・
6
・
D
K　
1

階

飛
鳥
第
一
団
地
飛
鳥
字

契
約
場

1
8・6・6・L
D
K

1
階 

Ⓟ

※
高
・
介
・
障
⋮
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、要
介
護
認
定

者
、障
が
い
者︵
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、療
育
手
帳
Ａ
︶が
い
る
世

帯︵
単
身
不
可
︶

Ｋ
＝
台
所 

Ｄ
＝
食
事
室 

Ｌ
＝
居
間

Ⓟ
＝
駐
車
場
１
台
有
り

︻
市
営
住
宅
︼

減
免
制
度

●手続きの窓口
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消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係 

☎
２
６-

５
７
０
１

　
本
市
で
は
、
平
成
20
年
６
月
１
日
か

ら
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を
実

施
し
て
お
り
、
現
在
、
左
表
の
49
事
業

所
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定
さ

れ
る
と
、
表
示
証
が
交
付
さ
れ
事
業
所

に
掲
示
で
き
る
ほ
か
、
表
示
証
の
マ
ー

ク
を
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
事
業

所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
消
防
団
活
動
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
所
の
積
極
的
な
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

交付事業所名 交付年月

大場建設 株式会社 平成21年3月
株式会社 メカニック 平成21年3月
庄内みどり農業協同組合 平成21年3月
東北エプソン 株式会社 平成21年3月
株式会社 本間ゴルフ酒田工場 平成21年3月
大井建設 株式会社 平成21年3月
株式会社 アライドテック 平成21年3月
庄内農業共済組合 平成21年3月
阿部エンジニアリング 株式会社 平成21年3月
株式会社 エコー 平成21年3月
仮設機材工業 株式会社 平成21年3月
株式会社 齋藤農機製作所 平成21年3月
株式会社 阿部製材所 平成21年3月
株式会社 庄交コーポレーション
庄交サービス酒田工場 平成21年3月

株式会社 丸高 平成21年3月
酒田市袖浦農業協同組合 平成21年3月
酒田海陸運送 株式会社 平成21年3月
株式会社 平尾工務店 平成21年3月
株式会社 エルデック 平成21年3月
北辰工業 株式会社 酒田営業所 平成21年3月
株式会社 出羽測量設計 平成21年3月
株式会社 長浜建設 平成21年6月
大平工業 株式会社 平成21年6月
株式会社 齋藤組 平成21年6月

交付事業所名 交付年月

阿部建設 株式会社 平成21年6月
株式会社 安田池田組 平成21年7月
遠田建設 株式会社 平成21年7月
株式会社 小松組 平成21年7月
環清工業 株式会社 平成21年7月
株式会社 セフティ両羽 平成21年7月
五十嵐工業 株式会社 平成21年8月
林建設工業 株式会社 平成21年8月
株式会社 若松建設 平成21年9月
福田道路 株式会社 酒田営業所 平成22年2月
酒井鈴木工業 株式会社 平成22年2月
株式会社 菅原工務所 平成22年3月
株式会社 みなと 平成22年3月
羽前建設 株式会社 平成22年4月
富樫建設 株式会社 平成22年8月
庄内園芸緑化 株式会社 平成22年10月
東北電機鉄工 株式会社 平成23年6月
東北メンテナンス工業 株式会社 平成23年8月
渡部興業 株式会社 平成23年8月
株式会社 ハムシステム庄内 平成24年2月
株式会社 三栄電機工業 平成24年2月
荘内土木 株式会社 平成24年6月
株式会社 斉藤工業所 平成24年6月
株式会社 畑山 平成25年4月
ミナモト電気 株式会社 平成26年10月

対
象
／
消
防
団
に
協
力
し
て
い
る
事
業

所
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

認
定
基
準
／
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

①
市
消
防
団
へ
入
団
し
て
い
る
従
業
員

が
３
人
以
上
い
る

②
市
消
防
団
へ
入
団
し
て
い
る
従
業
員

が
１
人
以
上
い
て
、
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る

・ 

消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
配
慮
し
て

い
る

・ 

災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材
な

ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
協

力
を
し
て
い
る

・ 

そ
の
他
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体
制

の
充
実
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
な
ど
、

市
長
が
特
に
優
良
と
認
め
る
と
き

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
に
必
要
な

書
類
︵
会
社
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

協
力
内
容
が
具
体
的
に
分
か
る
書
類
な

ど
︶
を
添
え
て
市
役
所
２
階
危
機
管
理

課
危
機
管
理
係
へ

◆
申
請
書
は
同
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

災害廃棄物の処理に関する測定結果について� ●お問い合わせ／市環境衛生課管理係 ☎31-0933

⑴地下水、放流水の放射性物質濃度
月日 測定地点 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

₂／₁₂
地下水上流 不検出 不検出 不検出 　（セシウム134濃度÷60）

＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出
放流水 不検出 不検出 不検出

単位：ベクレル／リットル
2.最終処分場周辺地域における測定結果

測定地点（高さ1㍍） 1／26 2／2 2／9 2／16 基準値※1

敷地境界(4地点) 0.02～0.04 0.02～0.03 0.02～0.03 0.02～0.03 0.19以下バックグラウンド※2 0.04 0.04 0.04 0.04

単位：マイクロシーベルト／時間⑵空間放射線量率

測定地点（高さ1㍍） 2／4 2／17 基準値※1

大平公会堂 0.03 0.04 0.19以下

単位：マイクロシーベルト／時間
1.最終処分場における測定結果

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しましたが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

空間放射線量率

※１ 基準値／「災害廃棄物等の山形県内への受け入れに関する基本的な
考え方」に示されている値
※2 バックグラウンド／自然放射線量を示し、敷地内で災害廃棄物の影
響を受けない十分に離れた地点
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 「子ども予防接種週間」は日本医師会、日本小児科医会と厚生労働省が、予防接種に対する関心を高め、接種率の向上を目的に実施しています。
4月からの入園・入学に備えて、必要な予防接種を済ませ、病気を未然に防ぎましょう。
◆予防接種を受ける際は酒田市予防接種協力医療機関へ事前に予約をしてください。接種の際は母子健康手帳と予診票が必要です。酒田市予
防接種協力医療機関は「すくすく手帳」や市ホームページをご覧ください。
◆標準接種年齢を確認し、効果や副反応を理解の上で接種してください。
市が実施している定期予防接種（無料）

予防接種の種類 回数／標準接種年齢
ヒブワクチン 4回／2か月～5歳未満（初回接種開始年齢により回数が異なります）小児用肺炎球菌ワクチン
BCG 1回／生後1歳未満（生後5か月～8か月未満）
四種混合（ジフテリア・
百日咳・破傷風・ポリオ）

1期初回3回／生後3か月～7歳6か月未満（生後3か月～12か月）
1期追加／7歳6か月未満で、1期3回目の終了後6か月以上（12か月～18か月）経過後
◆三種混合ワクチンは、現在ワクチンがある分で終了になります。まだ接種していない方は、かかりつけ医と相談の上、早め
に接種を受けましょう。
◆生ポリオワクチン接種は廃止となり、不活化ポリオワクチンの皮下接種が実施されています。生ワクチンを2回接種して
いる方は完了です。生ワクチンを1回しか接種していない場合は、不活化ポリオワクチンを3回接種する必要があります。不
活化ポリオワクチンの接種が済んでいない方は、接種状況を確認して早めに接種を受けましょう。

三種混合（ジフテリア・
百日咳・破傷風）

ポリオ

二種混合2期
（ジフテリア・破傷風） 1回／11歳～13歳未満 ◆小学6年生に案内しています。

麻しん風しん
混合

1期 1回／生後12か月～24か月未満
2期 1回／5歳以上7歳未満で小学校入学前の1年間（保育園、幼稚園の年長児）

水痘
※1

初回 1回／生後12か月～36か月未満
追加 1回／36か月未満で、初回終了後3か月以上（6か月～12か月まで）経過後

日本脳炎
※2

1期初回 2回／生後6か月～7歳6か月未満（3歳が標準接種年齢）
1期追加 1回／7歳6か月未満で1期2回目終了の約1年後（4歳が標準接種年齢）
2期 1回／9歳～13歳未満で1期追加終了後（9歳が標準接種年齢）

ヒトパピローマウイルス 3回／小学6年生～高校1年生相当の女子
◆2つのワクチンがあるので接種間隔などは医療機関に確認してください。◆現在積極的勧奨は行っていません。

※1…3月31日までは、経過措置として生後36か月～60か月未満の方も1回接種の対象となります。ただし既に水痘にり患したことがある方は対象となりませ
ん。任意接種として水痘ワクチンの接種を受けたことがある方は既に接種した回数分の接種を受けたものとみなします。
※2…平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれの方は、日本脳炎予防接種の差し控えにより、未接種の方がいます。平成26年度は、小学2年・3年生には1期追
加、高校3年生に2期の接種勧奨通知をしています。日本脳炎予防接種は合計4回の接種で完了となります。
上記以外の任意予防接種（有料）／ロタウイルス、おたふくかぜ、Ｂ型肝炎、インフルエンザなど

済んでいますか？子どもの予防接種 3月1日～7日は「子ども予防接種週間」
●お問い合わせ／市健康課保健予防係 ☎24-5733

対象／市内企業の事業主または労務管理担当者、本市で起業を検討している方（在職中の方も可）で、各セミナーを全日程受講可能な方

対象／市内企業に就職や転職を希望する方、または本市で起業を検討している方（在職中の方も可）で、各セミナーを全日程受講可能な方
【①②共通】場所・駐車場／申し込み時に必ず確認してください▶定員／各セミナー先着10人～20人程度（最少開催人数4人）▶申し込み／同協議会事務局
へ ☎43-8755、522-7522、Eメールsakata-koyou@bz04.plala.or.jp

セミナー名 開催日 時　間 内　容 申込締切
「一歩先行くメンタルヘルス
で業績アップ」ワーク・エン
ゲイジメントセミナー

3／12（木） 10：00～
16：00

◦ 新たなメンタルヘルス方法として注目されている「ワーク・エンゲイジメント」が、組織を活
性化させる

◦ 事業主と従業員が、それぞれ働き方や職場環境を工夫することで生産性が向上する
3／10（火）

セミナー名 開催日 時　間 内　容 申込締切

就活サポートセミナー
3／11（水）

9：00～
15：00

◦企業が求める人材と採用の決め手
◦履歴書・職務経歴書の作成方法、個別指導による添削あり

3／9（月）
3／17（火） 3／13（金）

ビジネススキル習得
セミナー

3／18（水）、19（木） ◦言葉遣いや立ち居振る舞い、電話応対などのビジネスマナー
◦ 電源ONからタイピング、インターネット検索、ワード、エクセルなど、ビジネスで必要なパソ

コンの基礎

3／16（月）

3／26(木）、27（金） 3／24（火）
コミュニケーション
向上セミナー 3／24(火）、25（水） ◦性格診断エゴグラムによる自己分析

◦コミュニケーションで重要な「聴く」「話す」の基本など 3／20（金)

酒田市雇用創造協議会 セミナー受講生募集
●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会事務局 ☎43-8755（平日午前8時30分～午後5時）

【①事業主向け】

【②求職者向け】
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募
　
集

お 

知 

ら 

せ

対
象
／
本
市
在
住
で
、
平
成
27
年
度
に

国
立
大
学
法
人
立
大
学
医
学
部
、
公
立

大
学
医
学
部
ま
た
は
地
方
自
治
体
が
出

資
し
て
設
立
し
た
大
学
医
学
部
の
医
学

科
に
入
学
さ
れ
る
方
▼
申
し
込
み
／
３

　
障
が
い
者
支
援
事
業
所
で
作
っ
て
い

る
お
弁
当
、
お
菓
子
、
雑
貨
な
ど
を
販

売
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
２
日
㈪
〜
６
日
㈮
の
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
▼
場
所
／
市
役
所
ロ

ビ
ー

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

投
票
日
／
３
月
24
日
㈫
▼
立
候
補
届
け

出
日
／
３
月
17
日
㈫
、
18
日
㈬
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼
届
け
出
場
所

／
中
町
庁
舎
３
階
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６-

５
７
６
５

　
新
た
に
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
の
名
簿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
３
日
㈫
〜
７
日
㈯
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼
場
所
／
中
町

庁
舎
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
土
曜
日
は
市
役
所
地
下
宿
直
室
）

◆
名
簿
の
登
録
に
不
服
が
あ
る
場
合
、

縦
覧
期
間
内
に
異
議
の
申
し
出
が
で
き

ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 
☎
２
６-

５
７
６
５

最
上
川
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の
支
給

相
続
な
ど
に
よ
る
農
地
所
有
者
の
方
へ

　
３
月
は
心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の

支
給
月
で
す
。
３
月
10
日
㈫
に
該
当
す

る
方
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

　
市
施
設
へ
の
自
動
販
売
機
（
清
涼
飲

料
水
）
の
設
置
事
業
者
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

入
札
日
時
／
３
月
18
日
㈬
午
前
９
時
30

分
▼
場
所
／
市
役
所
５
階
５
０
２
号
室

▼
台
数
／
８
台
▼
申
し
込
み
／
３
月
２

日
㈪
〜
10
日
㈫
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
な
書

類
を
添
え
て
市
役
所
３
階
管
財
課
管
財

係
へ

◆
入
札
案
内
書
（
説
明
書
、
申
込
書
、

物
件
調
書
）
は
管
財
課
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
市
管
財
課
管
財
係 

☎
２
６︲

５
７
０
９

期
日
／
①
３
月
14
日
㈯ 

②
28
日
㈯
▼

時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午
▼
場
所
／
①

東
禅
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー 

②
港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
亀
ケ
崎
・
松
原
小
学
校
区
に

お
住
ま
い
の
方
▼
内
容
／
腰
痛
な
ど
を

防
止
す
る
体
操
や
介
護
相
談
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前
日
ま
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
く
ち
ょ
う

へ 

☎
２
１︲

０
８
１
８

家
族
交
流
会

選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧

白
崎
資
金
医
学
振
興
奨
励
金
の

受
け
付
け

月
23
日
㈪
ま
で
市
学
校
教
育
課
学
事
係

へ 

☎
２
６︲

５
７
７
６

　
相
続
な
ど
で
農
地(

田
や
畑
な
ど)

の

所
有
者
と
な
っ
た
方
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。

対
象
／
個
人
や
法
人
を
問
わ
ず
、
相
続

や
法
人
合
併
・
分
割
、
時
効
な
ど
で
農

地
を
取
得
し
た
方
（
農
地
法
の
許
可
を

得
て
農
地
を
売
買
、
贈
与
し
た
方
は
対

象
外
）
▼
期
間
／
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね
10
か
月

以
内
▼
届
け
出
場
所
／
市
役
所
３
階
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支
所

建
設
産
業
課
へ

◆
詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
２
６︲

５
７
６
７
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

対
象
／
本
市
在
住
で
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
有
す
る
方
▼
募
集
人
員
／
１
人
▼
勤

務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
原

則
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
業
務
内
容
／
国
際
交
流
関
係
事
業
の

企
画
・
運
営
、
外
国
出
身
者
の
相
談
業

務
な
ど
▼
採
用
月
日
／
４
月
１
日
▼
報

酬
／
市
の
基
準
に
よ
る
▼
選
考
方
法
／

書
類
審
査
、
面
接
▼
申
し
込
み
／
３
月

10
日
㈫
ま
で
、
履
歴
書
、
応
募
の
動
機

（
４
０
０
字
以
内
）
を
同
封
の
上
、
〒

９
９
８︲

０
０
４
４
酒
田
市
中
町
三
丁

目
４
番
５
号
交
流
ひ
ろ
ば
内
、
市
ま
ち

障
が
い
者
バ
ザ
ー
へ
ど
う
ぞ

入
札
に
よ
る
自
動
販
売
機
の
設
置

国
際
交
流
推
進
員

申
し
込
み
／
３
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜

酒
田
市
美
術
館
へ
（
電
話
申
し
込
み
は

不
可
、申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
８
月
分
は
随
時
受
け
付
け
中
。

問
酒
田
市
美
術
館 

☎
３
１-

０
０
９
５

酒
田
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

９
月
分
申
し
込
み
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対
象
／
学
芸
員
資
格
や
教
員
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
博
物
館
や
資
料
館
な
ど

で
勤
務
経
験
の
あ
る
方
で
、
普
通
自
動

車
免
許
を
有
す
る
方
▼
募
集
人
員
／
１

人
▼
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３

月
31
日
▼
勤
務
時
間
／
週
30
時
間
勤
務

（
土
曜
・
日
曜
日
勤
務
も
あ
り
）
▼
業

務
内
容
／
展
示
の
企
画
、資
料
の
収
集・

整
理
、
研
究
な
ど
▼
勤
務
場
所
／
松
山

文
化
伝
承
館
▼
報
酬
／
市
の
基
準
に
よ

る
▼
選
考
方
法
／
面
接
▼
申
し
込
み
／

３
月
11
日
㈬
ま
で
履
歴
書（
写
真
添
付
）

に
応
募
の
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を

添
え
て
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
市

社
会
教
育
課
文
化
財
係 

☎
２
４︲

２
９

９
４
へ
持
参

第
12
回
希
望
い
っ
ぱ
い

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
団
体

松
山
文
化
伝
承
館
調
査
員

開
催
予
定
日
／
６
月
21
日
㈰
（
19
日
㈮
、

20
日
㈯
は
リ
ハ
ー
サ
ル
）
▼
場
所
／
希

望
ホ
ー
ル
▼
応
募
条
件
／
①
団
体
単
位

日
時
／
４
月
〜
平
成
28
年
３
月
の
第
２

・
第
４
火
曜
日
の
午
後（
月
２
回
程
度
）

▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

／【
①
リ
ハ
ビ
リ
教
室
】 

40
歳
〜
64
歳 

【
②
言
語
リ
ハ
ビ
リ
教
室
】 

40
歳
〜
69

歳
、
①
②
と
も
に
脳
卒
中
後
遺
症
、
外

日
時
／
５
月
31
日
㈰
午
前
６
時
30
分
〜

午
後
１
時
▼
場
所
／
升
田
地
区
前
ノ
川

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
１
０

リ
ハ
ビ
リ
教
室・言
語
リ
ハ
ビ
リ
教

室
参
加
者

傷
な
ど
で
外
出
機
会
の
少
な
い
在
宅
療

養
中
の
方
。
身
体
は
不
自
由
で
も
自
分

で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
た
い
方
で
、

通
所
可
能
な
方
（
送
迎
バ
ス
は
要
相
談
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
方
を
除
く
）
▼
定
員
／
①
15
人
程

度 

②
10
人
程
度
▼
内
容
／
集
団
お
よ

び
個
別
訓
練
、
作
業
的
訓
練
、
言
語
訓

練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
▼
申
し

込
み
／
市
健
康
課
成
人
保
健
係
へ 

☎

２
４︲

５
７
３
３

◆
申
込
書
と
主
治
医
の
意
見
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
同
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
３
月
20
日
㈮
午
後
２
時
〜
３

時
30
分 
②
３
月
23
日
㈪
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
▼
場
所
／
①
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー 

②
中
町
庁
舎
▼
対
象
／
ど
な
た
で

も
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／
認
知

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
研

修
会
▼
講
師
／
酒
田
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
３
月
16
日
㈪
ま
で
市
介
護
保
険

課
予
防
支
援
係
へ 

☎
２
６︲

５
７
５
５

第
14
回
鳥
海
山
や
わ
た
前
ノ
川
釣

り
大
会
参
加
者

０
人
▼
競
技
方
法
／
え
さ
釣
り
の
み
▼

費
用
／
中
学
生
以
上
３
千
円
、
小
学
生

１
千
５
０
０
円（
遊
漁
券
は
別
途
必
要
）

▼
申
し
込
み
／
４
月
24
日
㈮
ま
で
八
幡

総
合
支
所
建
設
産
業
課
産
業
係
へ 

☎

６
４︲

３
１
１
５

【
前
夜
祭
】 

日
時
／
５
月
30
日
㈯
午
後

６
時
30
分
〜
▼
場
所
／
湯
の
台
温
泉
鳥

海
山
荘
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
費
用

／
３
千
円
▼
申
し
込
み
／
事
前
に
同
係
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
参
加
者

で
申
し
込
み

（
個
人
申
し
込

み
不
可
） 

②
舞

踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ダ
ン
ス
な
ど
、

分
野
は
不
問 

③
コ
ン
サ
ー
ト

運
営
に
参
加
で

き
る
こ
と
▼
申

し
込
み
／
３
月

19
日
㈭
ま
で
、
所
定
の
申
込
書
（
希
望

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
上
、

希
望
ホ
ー
ル 

☎
２
６-

５
４
５
０
へ
提

出
▼
説
明
会
／
４
月
７
日
㈫
午
後
６
時

30
分
〜
希
望
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催
。

申
し
込
み
団
体
は
出
席
必
須

◆
応
募
多
数
の
場
合
は
出
演
団
体
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
演
団
体
に
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入
割
り

当
て
が
あ
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、
希
望
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会
、
袴
田 

☎
０
９
０-

２

２
７
５-

１
２
４
５
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
芸
術
文

化
係 

☎
２
６-

５
７
７
８

ひ
ら
た
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ（
農
村

生
活
体
験
民
泊
）受
け
入
れ
家
庭

　
東
京
の
田
園
調
布
学
園
中
等
部
（
中

学
２
年
生
）
の
女
子
生
徒
約
２
０
０
人
が

農
村
生
活
体
験
に
訪
れ
ま
す
。
農
家
に

限
ら
ず
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

受
け
入
れ
期
間
／
８
月
21
日
㈮
夕
方
〜

24
日
㈪
朝
▼
対
象
／
本
市
在
住
で
平
田

地
域
へ
の
送
迎
が
可
能
な
家
庭
▼
受
け

入
れ
人
数
／
一
戸
に
つ
き
３
人
程
度
▼

募
集
戸
数
／
66
戸
▼
宿
泊
費
／
一
人
に

つ
き
１
万
６
千
５
０
０
円
支
給
▼
申
し

込
み
／
３
月
20
日
㈮
ま
で
平
田
総
合
支

所
建
設
産
業
課
内
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
受

入
れ
実
行
委
員
会
事
務
局
へ 

☎
５
２︲

３
９
１
５

づ
く
り
推
進
課
市
民
交
流
推
進
室
へ
持

参
ま
た
は
郵
送

◆
詳
し
く
は
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

市
民
交
流
推
進
室 

☎
２
６︲

５
６
１
２

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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催
　
し

展
　
示

◆
特
別
展
「
川
岸
富
士
男
の
世
界
展
」

﹇
３
月
15
日
㈰
〜
４
月
19
日
㈰
﹈（
裏
表

紙
参
照
）

◆
常
設
企
画
展
Ⅱ
―
佐
藤
昌
祐
作
品
を

中
心
に
―﹇
３
月
８
日
㈰
ま
で
﹈

◆
風
景
―
四
季
― 

◆
文
楽
﹇
４
月
５

日
㈰
ま
で

◆
東
大
寺
お
水
取
り﹇
３
月
７
日
㈯
ま
で
﹈

◆
第
21
回
酒
田
市
土
門
拳
文
化
賞
受
賞

作
品
展 

坂
巻
ち
ず
子「
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー

ル
」﹇
３
月
８
日
㈰
〜
４
月
５
日
㈰
﹈

◆
雛
と
古こ

裂ぎ
れ

―
押
絵
と
創
作
人
形
―

﹇
４
月
３
日
㈮
ま
で
﹈

◆
所
蔵
資
料
展
示「
農
を
営
む
」﹇
３
月

８
日
㈰
〜
５
月
10
日
㈰
﹈（
入
場
無
料
）

◆
ま
つ
や
ま
の
お
雛
様
―
酒
田
雛
街
道
―

﹇
４
月
５
日
㈰
ま
で
﹈

【
常
設
】
松
山
の
歴
史
と
文
化
、
郷
土

の
偉
人
コ
ー
ナ
ー

◆
本
間
家
の
お
ひ
な
さ
ま﹇
４
月
上
旬
ま
で
﹈

☎
３
１-

０
０
９
５　

☎
３
１-

０
０
２
８　

☎
２
４-

６
５
４
４　

☎
２
２-

０
５
５
１　

☎
６
２-

２
６
３
２　

☎
２
２-

３
５
６
２　

☎
２
４-

４
３
１
１　

酒
田
市
美
術
館

土
門
拳
記
念
館

酒
田
市
立
資
料
館

酒
田
市
立
光
丘
文
庫

松
山
文
化
伝
承
館

本
間
家
旧
本
邸

本
間
美
術
館

月
曜
日
休
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
休
館

月
曜
日
・
祝
日
休
館

月
曜
日
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
休
館

●
美
術
展
覧
会
場
・
清
遠
閣
会
場

◆
雛
祭
古
典
人
形
展﹇
４
月
６
日
㈪
ま
で
﹈

●
池
之
端
休
憩
所

◆
人
形
市「
鵜う

渡ど

川が
わ
原ら

人
形
伝
承
の
会
」

﹇
３
月
21
日
㈷
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
﹈

月
曜
日
休
館

◆
岩
谷
純
子 

革
・糸
・布
遊
び
﹇
３
月

22
日
㈰
ま
で
﹈

◆
写
心
会
「
Ｈハ

ー

フ

ａ
ｌ
ｆ 

ｔト

ー

ン

ｏ
ｎ
ｅ
」

写
真
展﹇
３
月
24
日
㈫
〜
４
月
12
日
㈰
﹈

◆
湊
町
酒
田
の
傘
福﹇
４
月
３
日
㈮
ま

で
﹈

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
の「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

☎
２
３-

１
９
１
１　

☎
２
２-

０
１
４
６　

さ
か
た
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

山
王
く
ら
ぶ

水
曜
日
休
館

◆
庄
内
ひ
な
街
道
特
別
展 

阿
部
テ
イ
子

和
紙
人
形
展
「
和
紙
あ
そ
び
」﹇
４
月

３
日
㈮
ま
で
﹈

☎
２
２-

５
０
０
１　

旧
鐙
屋

生
涯
学
習
施
設「
里
仁
館
」

平
成
27
年
度
受
講
生

　
３
月
10
日
㈫
か
ら
生
涯
学
習
講
座
の

受
講
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
講

座
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
添
付
の
申
し
込
み

は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
里
仁
館
、
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

問
里
仁
館 

☎
６
１︲

４
３
６
１

酒
田
市
凧た

こ
あ
げ
大
会

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
９
時
30
分
〜
受
け
付
け
。
荒
天
時
中

止
）
▼
場
所
／
最
上
川
河
川
公
園
（
出

羽
大
橋
下
流
）
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も

（
凧
の
な
い
方
に
は
酒
田
凧
保
存
会
が

制
作
し
た
凧
を
当
日
実
費
で
お
分
け
で

き
ま
す
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

酒
田
マ
リ
ー
ン
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

定
期
演
奏
会

日
時
／
３
月
11
日
㈬
午
後
６
時
〜
８
時

▼
場
所
／
マ
リ
ー
ン
５
清
水
屋
隣
接
の
特

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

（
１
時
開
場
）
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
▼
賛
助
出
演
／
酒
田
し
お
さ
い

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４︲

２
９
９
３

▲講師／金子稚子氏

在
宅
ケ
ア
推
進
講
演
会日

時
／
３
月
17

日
㈫
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
▼

場
所
／
公
益
ホ

ー
ル
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼

４
年
目
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

内
容
／
ラ
イ
フ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表 

金
子
稚
子
氏
の
講
演

「
死
ぬ
こ
と
と
、生
き
る
こ
と
は
同
じ
」

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２
６︲

５
７
５
５

日
時
／
３
月
11
日
㈬
午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
高
校
生
以
上
▼
定
員
／
先
着
20

人
▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク

▼
費
用
／
５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
３

月
10
日
㈫
ま
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振

興
課
健
康
福
祉
係
へ 
☎
５
２︲

３
９
１
１

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

／
当
日
会
場
へ

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４︲

２
９
９
３

設
会
場
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容

／
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯と

も
し
、
被
災
地
に
祈
り

を
届
け
る
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
里
仁
館 

☎
６
１︲

４
３
６
１

14



◆
酒
田
の
お
ひ
な
さ
ま
﹇
４
月
３
日
㈮

ま
で
﹈

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

◆
町
屋
で
名
雛（
玉
翁・秀
英・玉
山
等
）

と
古
傘
福
の
出
会
い﹇
４
月
５
日
㈰
ま
で
﹈

◆
湊
酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
﹇
４
月

３
日
㈮
ま
で
﹈

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀
笠

鉾
」、酒
田
の
歴
史
文
化
展（
入
場
無
料
）

☎
２
１-

２
３
１
０　

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６　

☎
２
２-

１
２
２
３　

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊 

相
馬
樓

あ
い
お
い
工
藤
美
術
館

酒
田
夢
の
倶
楽
「
華
の
館
」

期
間
中
無
休

期
間
中
無
休

相
　
談

中高生向け一般図書 児童絵本

図 書 館

　子どもの成長に合わ
せたおむつはずれのポ
イントはもちろん、パ
ンツ生活でありがちな、
おしっこの飛び散り、
夜のおねしょなど、さ
まざまなトイレの悩み
をすっきり解決! 

　みさとが所属するの
は、機材オタク・古場
とたった2人の放送部。
廃部の危機に加え、学
校一厳しい先生からも
目をつけられ、イマイ
チな毎日がつづく。さ
らに美少女の転校生・
葉月が関わりはじめて
から、状況は複雑化し…。

　ひなまつり・こど
ものひについていろ
いろな角度から解説
する大型絵本。歌・
お話・クイズなどの
コーナーで構成。声
掛け例や話が広がる
コラム、発展例など
を掲載した読み聞か
せの手引き付き。

◆図書館の本は、インターネットでも検索できます。
　ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/問中央図書館 ☎２４-２９９６

◆
第
３
回
酒
田
の
古
傘
福
と
古
典
雛

（
さ
く
ら
ん
ぼ
染
め
、紅
花
染
め
、つ
や

姫
染
め
の
傘
福
）﹇
３
月
31
日
㈫
ま
で
﹈

☎
２
３-

０
３
８
８　

清
亀
園

期
間
中
無
休

日
時
／
３
月
17
日
㈫
午
後
４
時
〜
７
時

無
料
法
律
相
談

日
時
／
３
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川

町
）
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
申
し
込
み

／
３
月
18
日
㈬
ま
で
、
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
株
式
会
社
西
王
不
動
産
（
庄
内

総
合
支
庁
内
）へ 
☎
０
２
３
５︲

６
６︲

３
２
１
０

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市

在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
し
込
み
時

に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

▼
相
談
員
／
海
野
寛
康
弁
護
士
▼
申
し

込
み
／
３
月
６
日
㈮
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６︲

５
７
２
６

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
３
月
27
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／

伊
原
茂
弁
護
士
（
示
談
、
あ
っ
せ
ん
も

可
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３︲

６
３

５︲

３
６
４
８

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

差引額（① ― ②）435,257円（平成27年へ繰越）
問酒田商工会議所総務企画課 ☎22-9311

項　目 予算額 決算額
募金収入 4,620,000 4,644,700

雑 収 入 8 226

繰 越 金 333,992 333,992

合  　計 4,954,000 4,978,918①

項　目 予算額 決算額
行 事 費 4,220,000 4,200,000

会 議 費 170,000 120,096

事 務 費 230,000 223,565

予 備 費 334,000 0

合  　計 4,954,000 4,543,661②

収入の部

支出の部

単位：円

単位：円

　市民の皆さんからお寄せいただいた「みなと祭り市民
募金」の決算をお知らせします。ご協力ありがとうござい
ました。

辰巳出版 チャイルド本社

トイレ上手な子どもになれる本。
おむつはずれからはじまるトイレの悩みをまるごと解決！ ＡＢＣ！ 曙第二中学校放送部 ひなまつり・こどものひ

市川朔久子／著　講談社

平成26年みなと祭り市民募金会計決算報告
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虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください
児童相談所や市相談窓口では、子育てに関する相談を
なんでも受け付けています。出産や子育てで気になる
ことがあったら、相談窓口にご連絡ください。

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆全国共通ダイヤルはお住まいの地域の
　児童相談所につながります。

QRコード

市相談
窓口

児童相談所
全国共通
ダイヤル

26-5734
0570-064-000

東北公益文科大学
特任講師

中原 浩子氏

　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
３
回
目
と
な
る
今
月

は
観
光
の
視
点
か
ら
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
ジ
オ
パ
ー
ク
が
国
立
公
園
・

世
界
遺
産
と
ど
う
違
う
の
？
と
い
う
点

か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

　
国
立
公
園
は
国
が
法
律
に
基
づ
き
景

観
を
保
全
す
る
こ
と
、
世
界
遺
産
は
文

化
・
自
然
遺
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
の
に
対
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

地
域
住
民
が
大
地
の
成
り
立
ち
を
学
び

知
識
を
得
る
こ
と
で
地
域
に
誇
り
を
持

ち
、
そ
し
て
観
光
事
業
と
し
て
も
活
用

し
持
続
可
能
な
方
法
で
地
域
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

認
定
後
、
４
年
に
１
度
再
審
査
が
あ
る

の
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
徴
で
す
。

　
昨
今
、
観
光
客
が
求
め
る
も
の
は
観

光
施
設
か
ら
興
味
の
対
象
が
広
が
り
、

そ
の
土
地
に
し
か
な
い
も
の
、
そ
こ
に

行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い
も
の
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ
て
い
な
い
土
地

の
魅
力
と
い
う
も
の
に
も
移
っ
て
き
て

い
ま
す
。
飛
島
・
鳥
海
山
周
辺
は
そ
う

い
っ
た
魅
力
に
溢
れ
て
い
る
土
地
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
整
備
し

発
信
し
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
制
は

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ジ
オ
パ

ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
体
制
整
備

に
取
り
組
む
地
域
力
が
最
も
重
要
な
鍵

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
く
場
が
た
く
さ
ん
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
力
を

結
集
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
第
3
回
】「
み
ん
な
で
創
ろ
う 

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」

契
約
す
る
と
き
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト ■問

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６-

５
７
６
１

　
（
市
役
所
1
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
）

　
契
約
は
合
意
に
よ
っ
て
成
立
し
、

原
則
と
し
て
口
頭
の
約
束
で
も
契
約

は
成
立
し
ま
す
。
後
に
な
っ
て
「
契

約
を
し
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た
」
と

思
っ
た
り
「
だ
ま
さ
れ
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
不
安
に
な
っ
た
り
「
説
明

さ
れ
た
内
容
と
契
約
書
の
内
容
が
違

う
」
な
ど
と
気
付
い
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
中
に
は
消
費
者
の
知
識
や
情
報
不

足
、
判
断
の
甘
さ
に
乗
じ
て
重
要
な

説
明
を
せ
ず
に
契
約
を
迫
る
業
者
が

あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
結
ん
だ
契
約

は
一
方
的
に
解
消
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻

し
、
損
害
を
回
復
す
る
に
は
大
変
な

時
間
と
労
力
、
場
合
に
よ
っ
て
は
お

金
も
か
か
り
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
本
当
に

必
要
か
、
そ
の
品
質
や
価
格
は
適
正

か
、
強
引
な
勧
誘
や
早
急
な
契
約
を

求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、
契
約
内
容

は
理
解
で
き
て
い
る
か
な
ど
、
十
分

検
討
し
て
契
約
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
も
、
困
っ
た
な
と
思
っ
た
ら

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

71

閲覧方法／市ホームページのトップページ中央の
Facebook内「酒田市役所」をクリックしてください

市公式Facebookで、酒田の
「今」を感じてください

フェイスブック

問市政策推進課広報広聴係 ☎26-5706

八峰白神 アポイ岳

伊豆大島
伊豆半島

南アルプス

世界ジオパーク
日本ジオパーク
平成26（2014）年認
定の日本ジオパーク

茨城県北

男鹿半島・大潟

洞爺湖有珠山

白山手取川

天草

恐竜渓谷・ふくい勝山

ゆざわ

山陰海岸

島原半島

下仁田
秩父
銚子

隠岐

三陸

三笠

とかち鹿追

おおいた姫島

南紀熊野

立山黒部 苗場山麓

桜島・錦江湾

おおいた豊後大野

四国西予

佐渡

室戸

箱根阿蘇

霧島

磐梯山

白滝

糸魚川
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◎3月の各種相談　　ひとりで悩まずにご相談ください。

は ん こ た ん な庄内広域広報

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8:30～17:15
（12：00～13：00を除く）

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金に関する相談窓口

月～金曜日／8:30～17:15
（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課
［相談専用電話］023-641-5201

いのちの110番 月～金曜日／8:30～17:15 市役所1階、市民相談室
☎26-6236

人権相談

10日（火）、24日（火）／
9:30～12:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(火)、20日(金)／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

人権相談（人権擁護
委員駐在日） 月・木曜日／9:00～16:00 山形地方法務局酒田支局

☎25-2221

行政相談

3日(火)、17日(火)／
13:30～15:00

市役所1階、市民相談室
☎26-5760

10日(火)、20日(金)／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3284

18日(水)／13:30～15:00 松山健康センター ☎62-2611

女性のための相談 月～金曜日／9:00～16:00 交流ひろば1階
☎26-5616

交通事故相談 月～金曜日／9:00～16:00
山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）電話相談可。
無料弁護士相談もあります。
☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9:30～18:00
土曜日／9：30～16：30

総合文化センター2階、教育相談
室　70120-783-042

項　目 日　時 場所／お問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／9:30～16:30 中町庁舎4階、市青少年指導セン
ター ☎24-2901

心配ごと相談 3日(火)、17日(火)／
9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目
1-19） ☎23-5765

高齢者相談
［生活・福祉等］月曜～金曜日／
9：00～17：00［法律］月曜日、［税
金］偶数月第1水曜日、［認知症］
火曜・金曜日／13：30～16：00

山形県社会福祉協議会高齢者総
合相談センター
☎023-622-6511

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談 月～土曜日／10：00～18：00

山形県若者就職支援センター
庄内プラザ（産業会館1階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／9：00～16：00 酒田産業会館1階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談（社会保険
労務士駐在日） 金曜日／13：00～16：30 庄内総合支庁産業経済企画課

☎0235-66-5491
身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

女性の健康相談 4日(水)／15:30～16:30
（要予約）

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

精神保健福祉相談 4月6日(月)／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所酒田出張所（若浜コ
ミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

ひきこもり相談 24日(火)／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・性器クラミジ
ア感染症、B型肝炎お
よびC型肝炎個別相
談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15
［検査］毎週火曜日／
9：30～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

 酒田市休日診療所 3月の診療日

3月の診療日は、1日（日）、8日（日）、15日（日）、
21日（祝）、22日（日）、29日（日）です。
※急病や軽いけがのときにおいでください。　※小児科医による診療は日中
のみです。 ※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／【日中】午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分（た
だし、午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）【夜間】午後5時
30分～8時30分 ▼場所／船場町二丁目1-31 市民健康センター別館 ▼電
話／21-5225（診療受付時間中のみ） ▼平日の問い合わせ／市健康課健康
係 ☎24-5733

 親子ふれあいサロンへどうぞ 【3月の予定】
期 日 時 間 内　容 対象・定員 申し込み

3／4
（水）

10:30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

就学前児童と保
護者 当日会場へ

3／11
（水）

10：30～
11:30

「おおきくな～れ」
ベビービクス＆ベビーダンス
講師／健康運動指導士 佐藤しおり氏

生後4か月～7か
月の乳児と保護
者10組

受け付け中

問  交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

　内裏雛
びな
と右大臣・左大臣、伝説

や物語の名場面を描いた趣向人
形を展示します。
日時／3月31日（火）までの午前
10時～午後4時（月曜日休館）▶
場所／三川町文化交流館（アト
ク先生の館）▶入館料／無料
問 三 川 町 公 民 館 ☎0235-
66-4403、三川町文化交流館
☎0235-66-5040

日時／3月22日（日）午前9時15
分～午後0時45分▶集合場所／
月の沢温泉北月山荘▶対象／
小学生以上の健康な方（小学生
は保護者同伴必須）▶定員／20
人▶費用／1,500円（昼食、入浴
料を含む）▶申し込み／3月13日
（金）まで庄内町商工観光課立谷
沢川流域振興係 ☎56-2213

期間／4月5日（日）まで▶場所／
致道博物館、松ヶ岡開墾記念館
（3月17日～）、荘内神社、旧風間
家住宅「丙申堂」（3月31日まで）、
三井家「蔵座敷」、龍の湯ほか
◆開館時間や入場料など詳しく
は、鶴岡市観光連盟ホームペー
ジをご覧ください。
問鶴岡市観光物産課 ☎0235-
25-2111（内線566）

期間／4月5日（日）までの午前9
時～午後4時30分（月曜日休館。
入館は4時まで）▶入館料／大人
400円、高校・大学生300円、小中
学生200円▶その他／3月15日
（日）、21日（祝）、22日（日）の午前
10時～午後3時は抹茶無料サー
ビス（入館料別途）
問旧青山本邸 ☎75-3145、遊佐
町教育課文化係 ☎72-5892

鶴岡雛
ひな
物語旧青山本邸の

お雛
ひな
さま

アトクのおひなさま雪上トレッキング
北月山ロッジから
絶景を見よう！

鶴 岡 市遊 佐 町 三 川 町庄 内 町
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　黒字化120％！1年で平均2,700万円を伸ばした「究
極の店舗再生術！」
日時／3月19日（木）午後2時～4時 ▼場所／酒田産業
会館 ▼対象／小規模事業所経営者・後継者、事業運営
に関心のある方など ▼定員／先着50人 ▼講師／
OFFICE DETECT代表・商店街活性化アドバイザー 
佐藤志憲氏 ▼費用／無料 ▼申し込み／酒田商工会議
所へ ☎22-9311

日時／4月～10月の土曜日（月3回）午前10時～正午 ▼

場所／庄内空港ビル ▼定員／20人 ▼講師／ＬＬＰ遊佐
刺し子ギルド代表 土門玲子氏 ▼持ち物／裁縫道具

（はさみ、刺し子針、チャコペン、物差し） ▼費用／月
3,500円（教材費別途） ▼申し込み／庄内空港ビル業
務グループへ ☎92-4181

日時／3月8日（日）午前10時30分～正午 ▼場所／庄内
空港2階出発ロビー ▼整理券配布／当日の午前10時～

▼その他／人形が無くなり次第終了
問 鵜渡川原人形伝承の会 ☎31-2008

　山形県老人クラブ連合会では、老人クラブのイメージ
アップを図るとともに会員の輪を広げることを目的に、健
康で明るく元気な高齢者を連想させる「愛称」を募集し
ます。
応募資格／山形県内在住の方（年齢不問） ▼応募方法
／3月10日（火）（消印有効）までに、①愛称名（ふりが
な）と簡単な説明 ②応募者の氏名・郵便番号・住所・性
別・年齢・連絡先電話番号・老人クラブ会員・非会員を
明記の上、応募用紙、はがき、ファクシミリまたはEメー
ルで〒990-0021 山形市小白川町2-3-31、県総合社会
福祉センター2階、（一社）山形県老人クラブ連合会「愛
称募集係」へ 5023-622-5606、Eメール yrouren@
poplar.ocn.ne.jp ▼発表／3月下旬
◆応募用紙は、山形県老人クラブ連合会のホームペー
ジからもダウンロードできます。
◆詳しくは、同連合会 ☎023-622-5601へ問い合わせ
てください。

日時／3月28日（土）午前9時～午後3時30分 ▼集合／
遊佐駅 ▼定員／30人（最少催行人員15人） ▼内容／
ばんけ採り・味噌つくり体験、養蚕長屋跡・御霊屋の見
学、あぽん西浜入浴、道の駅「ふらっと」で買い物など

▼費用／3,000円 ▼申し込み／3月17日（火）まで遊佐
鳥海観光協会へ ☎72-5666

日時／4月4日～6月27日の土曜日午後4時～6時（全
13回） ▼場所／国体記念体育館 ▼対象／市内在住ま
たは勤務している中学生以上の男女 ▼定員／20人程
度 ▼費用／2,800円（保険料含む） ▼申し込み／3月21
日（祝）まで酒田地区弓道連盟、加藤光雄 ☎・578-
4076または高橋俊昭 ☎・531-1817

　身近な所にもいろいろな鳥たちがすんでいます。野鳥
観察館（小牧川水門）からの最上川の眺望と野鳥観察
を一緒に楽しみませんか。
日時／3月15日（日）午前9時～正午 ▼場所／小牧川水
門・野鳥観察館（最上川と合流点付近） ▼対象／小学
生以上（小学生は保護者同伴必須） ▼定員／15人程度

▼内容／観察会、環境省自然保護専門員 長船裕紀氏
の講話 ▼費用／300円（保険料・資料代） ▼申し込み／
3月12日（木）午後5時まで環境省鳥海南麓自然保護官
事務所（鳥海イヌワシみらい館）へ ☎64-4682

日時／3月7日（土）午後2時～4時 ▼場所／鶴岡市自然
学習交流館「ほとりあ」 ▼対象／どなたでも ▼定員／先
着40人 ▼内容／月山の麓より発掘された「月山ゾウ」の
調査報告と恐竜の話 ▼講師／ミュージアムパーク茨
城県自然博物館首席学芸員・博士 国府田良樹氏 ▼費
用／無料 ▼申し込み／月山ゾウ調査団、本間 ☎090-
7014-9498、Eメール s_kenchang@yahoo.co.jp

募集期間／3月9日（月）まで ▼募集人員／5人程度（定
員／20人） ▼選考日／3月16日（月） ▼受験資格／中学

卒業以上 ▼試験科目／適性試験、面接 ▼費用／受講
料、入学金および授業料は無料。教科書代は別途
問 同センター ☎31-2700

ビジネスアップセミナー参加者募集

遊佐刺し子教室i
イン

n庄内空港

鵜
う

渡
ど

川
がわ

原
ら

人形市―展示即売会―

「老人クラブ愛称」募集

弓道初心者教室生（春期）募集

野鳥観察入門「最上川河口鳥獣保護区」参加者募集

特別講演会「月山ゾウが教えてくれたこと」
―恐竜とその絶滅、哺乳類の繁栄まで―

「ばんけ味噌」つくり体験と白井周辺の文化財
めぐりバスツアー

県立庄内職業能力開発センター金属技術科訓練生
追加募集
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日時／3月11日（水）午後1時～4時30分 ▼場所／山形
ビッグウイング（山形市） ▼対象／平成28年3月卒業予
定の学生 ▼参加企業／山形県に本社または就業場所
を有する企業100社程度（企業ごとに設置されたブー
スで説明を受けることができます）
問 山形労働局職業安定部職業安定課 ☎023-626-
6109、県内各ハローワーク

日時・場所／3月10日（火）午前10時～11時・本町温泉
スパガーデン、25日（水）午後2時～3時・かんぽの宿酒
田 ▼対象／どなたでも ▼内容／血圧、体脂肪、内臓脂
肪、血管年齢測定 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会
場へ
問 本間病院友の会 ☎26-6631

　3月11日（水）～15日（日）に八森温泉ゆりんこに入浴で
お越しの方にひまわりの種を差し上げます。
　種をまき、成長を終え収穫した種を当館に持参してく
ださい。いただいた種は南相馬市の福祉作業所に送り、
作業所では搾油し木工品の仕上げ油を作ります。
問 八森温泉ゆりんこ ☎64-2001

日時／3月14日（土）午後1時30分～3時 ▼場所／酒田
勤労者福祉センター（緑町） ▼対象／どなたでも ▼定
員／15人程度 ▼内容／グローバル化に伴う特許法改
正等が進む中、次年度大幅改正となる商標法を主とし
た解説 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問 知財酒田、阿蘓 ☎070-5327-8374　認知症の方を介護している家族が集まり、介護方法

の情報交換や悩みを共有し、介護の負担感を軽減する
会です（認知症の人と家族の会山形県支部主催）。
日時／3月14日（土）午前10時～正午 ▼場所／総合文化
センター306号 ▼費用／無料 ▼申し込み／当日会場へ
問 庄内認知症のつどい代表 佐藤ひとみ ☎71-2130

場所／ひらたタウンセンター ▼内容／全く初めての
方向け。ワード、エクセル、各コースあり（1回2時間の
全5回） ▼費用／4,000円（資料代） ▼申し込み／すま
いる、齋藤 ☎070-6617-3402

日時／3月14日（土）午後6時～8時30分 ▼場所／ホテ
ルリッチ＆ガーデン酒田 ▼対象／20歳代～30歳代で
未婚の男女 ▼定員／先着各30人 ▼費用／男性5,000
円、女性3,000円（食事・飲み物代ほか。2人以上で申し
込みの場合、一人500円割引） ▼申し込み／3月10日

（火）まで東北労働金庫酒田支店内、飽海地区労働者
福祉協議会へ ☎22-0321

日時・集合場所／3月22日（日）午前7時～午後5時・元
田沢薬師神社社務所 ▼対象／雪上を歩ける方（中学
生以下は保護者同伴） ▼定員／先着30人 ▼持ち物／
昼食、飲み物、防寒着、スノーシュー（貸し出し可）、ス
キーストックほか ▼費用／1,000円（保険料、豚汁代ほ
か） ▼申し込み／3月15日（日）まで胎蔵ロマン会、岩
間 ☎54-2766または ☎080-5576-1492

日時／3月15日（日）午前10時～11時30分 ▼場所／県
立鳥海学園（遊佐町） ▼対象／発達が気になる小学校
低学年までの子どもとその保護者 ▼内容／ビニール
袋でおもちゃを作ろう！ ▼費用／無料 ▼申し込み／3
月11日（水）まで鳥海学園へ ☎75-3334、575-3872

日時／3月14日（土）午後1時30分～4時 ▼場所／三瀬
コミュニティセンター（鶴岡市） ▼対象／どなたでも ▼

定員／30人程度 ▼内容／ワラビのポット苗に関する
説明、ポット苗づくり実習 ▼持ち物／防寒具、作業の
できる服装 ▼費用／無料 ▼申し込み／3月10日（火）
まで庄内総合支庁森林整備課へ ☎0235-66-5537

【すまいる名作映画鑑賞会】期日・内容／3月11日（水）・
「家族」、22日（日）・「レッドサン」、25日（水）・「男はつら
いよ」 ▼時間／午後1時30分～ ▼費用／無料

【うたごえ喫茶】日時／3月9日（月）午後7時～ ▼費用
／400円
問 すまいる ☎52-3130

オールやまがた2016ハローワーク学生企業説明会

まちかど健康チェック

震災忘れない・頑張れ東北！ひまわりプロジェクト

第3回知的財産講習会
（音・色彩・位置標章の追加による商標改正）

庄内認知症のつどい

すまいる「楽しいパソコン教室」3月生募集

ふれ愛ときめきパーティー

胎蔵山♪早春譜ツアー参加者募集

すてっぷ 遊びのひろば

ワラビポット苗づくり研修会

ひらたタウンセンターすまいるの催し
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問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117

東北公益文科大学

キャンパスレポート
旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

酒田の旬

　キャンドルナイトとは、東日本大震災復興を祈り、平成
24年から取り組まれている事業です。毎年3月11日に酒田
市内で多くの市民の方とキャンドルに火を灯

とも

してきました。
  私は昨年のキャンドルナイトに参加し、震災を風化させ
ないためにこのイベントは必要だと強く感じ、今年は実行
委員として関わっています。1月22日、23日には、実行委
員を中心として、多くの市民の方や教職員の思いを込めた
300個のキャンドルを製作しました。
　来る3月11日（水）午後6時～8時に、中町商店街でその
キャンドルに火を灯すなどのイベントを行います。当日
は多くの方が火を灯
し、東日本大震災に
関わる全ての人が前
向きに希望を持って
未来に歩む一助にな
ればと願っています。

と
て
も
シ
ン
プ
ル
だ
そ
う
で
す
。﹁
点
字

は
母
音
と
子
音
の
関
係
。
ロ
ー
マ
字
と
同

じ
な
の
で
、
小
学
４
年
生
な
ら
１
時
間
で

覚
え
て
し
ま
い
ま
す
よ
﹂
と
も
。
ま
た
点

字
の
利
点
を
聞
く
と
﹁
自
分
で
字
を
書
き
、

読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
点
字
が
わ
か

れ
ば
、
目
が
見
え
な
く
て
も
自
分
で
メ
モ

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
﹂
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
点
字
か
ら

　
山
木
さ
ん
が
点
字
を
始
め
た
の
は
20
代

の
こ
ろ
。
当
時
に
比
べ
る
と
、
現
在
は
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
点
字
表
示
が
増
え
ま

し
た
が
、
私
た
ち
は
何
気
な
く
見
過
ご
し

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
木
さ
ん
は
、

健
康
な
人
に
こ
そ
点
字
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

﹁
失
明
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
や
病
気
の
結
果
、
途
中
で
失
明
す
る

人
も
少
な
く
な
い
。
点
字
に
興
味
を
持
つ

こ
と
は
、
目
の
不
自
由
な
人
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
を
持
つ
全
て
の
人
に
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
﹂

 

﹁
点
字
指
導
の
要
請
が
あ
れ
ば
お
手
伝
い

し
ま
す
よ
﹂
と
ほ
ほ
笑
む
山
木
さ
ん
か
ら
、

力
強
く
優
し
い
風
を
感
じ
ま
し
た
。

35

キャンドルナイトで人々の心を繋
つな

ぐ 阿部 翼（4年）

「
点
字
」で
広
が
る
世
界

　
今
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
市
広
報
﹁
私

の
街
さ
か
た
﹂
に
、
テ
ー
プ
版
と
点
字

版
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
う
ち
点
字
版
の
市
広
報
を
作
成

し
て
い
る
の
は
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

﹁
は
ま
な
す
﹂
の
皆
さ
ん
。
山
木
さ
ん

は
同
団
体
の
代
表
を
平
成
16
年
か
ら
務

め
て
い
ま
す
。

 

﹁
点
訳
す
る
と
き
は
、
漢
字
の
読
み
方

や
言
葉
の
意
味
な
ど
、
目
で
読
む
と
き

は
無
意
識
に
読
み
飛
ば
し
て
い
る
部
分

も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
特
に

名
前
や
固
有
名
詞
に
間
違
い
が
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
い
ま
す
﹂
と
、
市
広
報

の
点
訳
の
苦
労
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
点
字
は
、
縦
３
点
・
横
２
点
か
ら
な

る
６
つ
の
点
で
一

文
字
を
表
し
ま
す
。

﹁
点
を
一
つ
間
違

う
と
別
の
文
字
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
﹂
と
苦
笑
し
ま

す
が
、
ル
ー
ル
は

今月の人

　かつて北前船が運んで
きた京文化の影響で、酒
田には葛

くず

を使った「 練り
物」や「あん」の料理が多
くあります。冠婚葬祭やお
祭りの際に欠かせないご
ま豆腐を紹介します。ごま
の香りをお楽しみください。

【作り方】
①全ての材料を鍋に入れ、中火にかける。焦がさないように、木ベ

ラで底からよく混ぜながら、照りが出るまで練る。
②水でぬらした型に流し入れ、木べらで軽く平らにして粗熱を取る。

ちょうどよい硬さになるまで冷蔵庫で冷やす。
③固まったら、器の大きさに合わせて切り分ける。

【材料】（4人分）
・練りゴマ     90㌘
・くず粉（または片栗粉）   60㌘

ごま豆腐11

食生活改善推進員からの お好みでしょうゆあんにおろしショウガを
添えてお楽しみください。

Yamaki Ryuji

山木 隆治さん（寿町）
点訳ボランティア「はまなす」代表

・
点
字
広
報
ま
た
は
テ
ー
プ
広
報
が
必
要
な

方
は
、市
政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係 

☎
２
６

-

５
７
０
６
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▲はまなすの皆さん

▲公益大でのキャンドル製作風景

・水    420㏄
・砂糖    少々
・塩    少々
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酒
田
っ
子

市内企業の優れた技術力や製品、サービスを紹介します。

ト
ラ
ク
タ
ー
の
代
か
き
機
に
接
続
し

ま
す
。
従
来
直
播
に
必
要
だ
っ
た
種

籾
の
鉄
粉
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
せ
ず
に
、

代
か
き
と
種
ま
き
を
同
時
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

無コーティング代かき同時播種機 アーク溶接作業

vol.
23

 株式会社 石井製作所

管理部 石井 智久 さん

【企業の概要】
沿　　革   大正15年石井農機製作所として創業、昭

和39年株式会社石井製作所に組織変更
商　　号   株式会社石井製作所
資 本 金   4,500万円
住　　所   酒田市局字惣田15-2 ☎93-2211
代 表 者   代表取締役 石井 正三
従業員数   56人
事業内容   農業機械器具などの開発、製造、販売
ホームページ  http://www16.plala.or.jp/isi-homepage/

今月は

受
け
継
が
れ
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ

　
当
社
は
大
正
15
年
に
創
業
し
て
以
来
、

稲
作
用
を
中
心
に
農
業
機
械
の
開
発
・
製

造
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
９
０
０
を

超
え
る
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
水
稲
の
苗
床
な
ど
に
使
用
す
る
細
か
い

土
を
作
る
た
め
の
砕
土
機
や
、
蒸
気
に
よ

り
苗
が
成
長
し
や
す
い
環
境
を
保
つ
育
苗

器
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
し
た
籾も

み

を
搬

送
・
排
出
す
る
動
力
付
き
コ
ン
テ
ナ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
製
品
は
全
て
自
社
開
発
で
、
構

想
か
ら
製
品
化
ま
で
の
間
、試
作・実
験・

改
良
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
完
成
度
の
高

い
製
品
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
作
業
が
機
械
で
で
き
た
ら
」を
実
現

　
製
品
改
良
や
新
製
品
開
発
に
は
、
お
客

さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
を
聞
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
地
元
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

東
北
や
北
陸
を
中
心
に
全
国
を
営
業
マ
ン

が
飛
び
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題

を
持
ち
帰
っ
て
、
製
品
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
研
究
機
関
と
の
共
同
開
発

に
よ
り
、
代し

ろ
か
き
と
同
時
に
水
田
に
種
籾も

み

を
直
接
播ま

く
、
直じ

か
播ま

き
方
式
の
播は

種し
ゅ

機
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
稲
作
に
お
け
る
低

コ
ス
ト
化
と
省
力
化
を
同
時
に
実
現
す
る

も
の
で
、
こ
の
２
月
に
東
北
経
済
産
業
局

の
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

育
苗
器
の
部
品
を
加
工
し
て
い
ま
す
。

放
電
現
象
に
よ
る
高
熱
で
、
金
属
材

料
を
溶
か
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
ま
す
。

本社工場

自
社
開
発
の
さ
く
ら
ん
ぼ
選
別

機
で
す
。

う
そ
を
つ
く

84

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６︲

５
７
３
５

簡
単
に
見
破
れ
る
う
そ
が
多
い
の
で
す
。

　
子
ど
も
が
う
そ
を
つ
く
と
、
ど
う
し

て
こ
ん
な
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

と
、
大
人
は
が
っ
か
り
し
ま
す
。
が
、

一
口
に
う
そ
と
言
っ
て
も
、
発
達
の
途

上
で
は
、
願
望
と
現
実
が
混
在
し
て
し

ま
う
た
め
に
起
こ
る
う
そ
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
﹁
お
兄
ち
ゃ
ん
が
く
れ
る
と
い

い
な
﹂
と
思
っ
て
い
る
と
﹁
お
兄
ち
ゃ

ん
が
お
菓
子
を
く
れ
た
﹂
と
思
っ
て
し

ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
の
で
す
。

　
３
歳
、
４
歳
の
頃
は
強
く
叱
ら
な
い

こ
と
で
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
保
護
者

は
大
切
な
ひ
と
。
そ
の
大
切
な
ひ
と
か

ら
見
捨
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
こ
と
は
つ
ら
い
こ
と
で
す
。

 ﹁
ユ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
菓

子
だ
と
分
か
っ
て
い
た
け
ど
、
ど
う
し

て
も
食
べ
た
く
て
、
つ
い
食
べ
ち
ゃ
っ

た
の
ね
﹂
と
、
気
持
ち
を
代
弁
し
て
、

そ
れ
を
素
直
に
出
す
よ
う
促
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
は
３
歳
く
ら
い
に
な
る
と
、

大
人
に
﹁
し
て
は
い
け
な
い
よ
﹂
と
言

わ
れ
た
こ
と
は
や
ら
な
い
ほ
う
が
い
い

と
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
頃
か
ら﹁
う
そ
﹂が
始
ま
り
ま
す
。

　
あ
る
日
の
こ
と
で
す
。ユ
ー
ち
ゃ
ん
は
、

マ
マ
が
お
兄
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
と
っ
て

お
い
た
お
や
つ
を
、
我
慢
で
き
ず
に
食

べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
そ
れ

に
気
付
い
た
マ
マ
に
﹁
食
べ
た
の
？
﹂と

聞
か
れ
て
、
思
わ
ず
﹁
う
う
ん
、
食
べ

て
な
い
﹂
と
ユ
ー
ち
ゃ
ん
。
で
も
口
の

周
り
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
⋮
。　

　
こ
の
頃
は
ま
だ
、
な
ぜ
そ
れ
が
悪
い

こ
と
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、

悪
い
こ
と
を
し
た
と
思
い
、
そ
れ
を
隠

す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
う
そ
で
あ
る
こ

と
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

話
の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
３
歳
児
に
は
こ
れ
が
で

き
ま
せ
ん
。﹁
知
ら
な
い
お
兄
さ
ん
が
来

て
食
べ
ち
ゃ
っ
た
﹂
な
ど
と
、
大
人
が

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生
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　今年の演目である本狂言「仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

」は、有名な
赤穂浪士の討ち入りを題材にしたもの。役者が見

み

得
え

を切る
たびに大きな拍手が送られました。最終幕の「高家討入り
の場」では、裏方や観客も浪士として参加し、威勢よく鬨

とき

の声をあげました。

黒森歌舞伎
正月公演

2/
15、17

　スポーツで県大会や東北大会、全国大
会で優秀な成績を収めた選手に送られる
「白崎資金酒田市スポーツ優秀選手賞」
の表彰式が公益ホールで行われました。
今年は全国優勝10人、東北優勝48人、
県優勝134人が表彰されました。

栄誉をたたえて2/
15

　小林教育振興基金青少年善行奨励賞の
表彰式が行われ、善行活動を行った小学
生～高校生3団体と6人が表彰されました。

青少年の善行を表彰2/
19

　酒田の大獅子に、黒色、赤色、
青色、ピンク色のかわいい赤ち
ゃんが誕生しました。名前は現
在公募中で、酒田まつりで発表
する予定です。8体の赤ちゃん
獅子は、交流ひろば、酒田産業
会館、酒田夢の倶楽、本間美術
館に配置されます。

赤ちゃん獅子誕生！2/
20

　今年も酒田雛街道が始まりました。写真は山王くらぶ
のオープニングイベントの様子です。4月3日（金）ま
での期間中は、市内各施設で趣向を凝らした雛飾りが展
示されます。

酒田雛街道
スタート

2/
21

　本市と酒田市石油協会（会長 畠中 
昭治氏）は災害時の応急対策、救助
活動が円滑に行われるよう、ガソリン
等燃料の供給に関する協定を締結し
ました。

災害時、ガソリン等
燃料の供給で協定

2/
16

22



「鉄道講演会」がホテルリッチ＆ガーデン酒田で開催され、約300人が聴講しました。
講師の鉄道研究家で大阪有機化学工業株式会社 代表取締役社長の鎮目泰昌氏は「陸
羽西線は新幹線の走行に適しており、既存施設を活用することで工期や工費の縮減が
可能。山形新幹線の庄内延伸は山形県の発展の鍵を握っている」などと説明しました。

陸羽西線を活用した
山形新幹線庄内延伸

2/
4

　第55回酒田市教育委員会科学賞表彰
式が中町庁舎で行われました。同科学賞
は、本市の青少年の科学振興のため、優
秀な科学研究を行った児童・生徒・団体
に贈られるもので、今年度は科学賞が1
点、奨励賞が6点、努力賞が13点選ばれ
ました。

未来の科学者を
表彰

2/
9

　八幡保育園と市条保育園で「防火豆まき」が行われました。火
遊び好きの鬼2匹が現れると、園児たちは泣きながらも豆をまい
て鬼を退治。「火遊びは絶対にしません！」と約束を交わしました。

おには～そと！2/
3

　庄内北部定住自立圏共生ビジョン懇談会
が開催され、協定内容に基づく具体的な事
業計画（共生ビジョン）について意見交換
が行われました。定住自立圏の圏域の将来
像や、協定に基づく具体的取り組みに関し
て委員から意見が述べられました。

庄内北部の
未来を考える

2/
5、19

　旧阿部家（市指定文化財）で小正月行事が
行われました。参加した子どもたちは五穀豊

ほう

穣
じょう

を願う梨だんご作りや雪中田植え、昔の遊
びなどを体験しました。

雪の中の
伝統行事

2/
11

　本市では、縁のある交流都市との相互交流を毎年行っ
ています。松山地域（写真上）では1月23日～26日に鹿
児島県志布志市の小中学生9人、八幡地域（写真下）で
は1月30日～2月2日に沖縄県東村の小学6年生21人が来
訪。普段はできないスキーや雪遊びを体験し、地元の小
学生と交流を深めました。

酒田の冬を体験1/   2/
23～ 2

　第67回全庄内スキー選手権
大会が松山スキー場で開催さ
れ、小学生から大人まで169
人が参加。回転・大回転の各
種目でタイムを競いました。

雪上の技を
競う

1/   2/
31、1
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本 紙 に 関 す る ご 意 見 、
ご 要 望 を お 寄 せ く だ さ い 。
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TEL.0234-22-5111（代表） FAX.0234-26-3688
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